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　神戸支部は５月 22 日に、あすてっぷ神戸で健康と医療について語り合う会を開催した。こ

れは聴覚障がい者らが医療や健康についての情報を学ぼうと定期的に開催する「聴覚障がい

者の医療を考える会（“いのち”を考える会）」の講師派遣の要請に応えているもの。中央区・

精療クリニック小林副院長の松本具樹先生が「五月病という病気がある～新しい生活が始まっ

た。でも元気がない～」と題して講演し、市民、聴覚障がい者の方を中心に 28 名が参加した。

　今回は 1987 年の開催から 200 回目にあたり、公益社団法人兵庫県聴覚障害者協会と兵庫県

手話通訳問題研究会から感謝状が授与された。「聴覚障がい者の“いのち”を考える会」共同

代表の柴田明医師からの謝辞と、参加者からの感想文を紹介する。

節目となった第 200 回目の参加者で記念撮影。前列中央右は講師を務めた松本具樹先生

（２面へつづく）



 ( 感想文 )

学習会を後世へ受け継ぎ発展を願って

　いのちを考える会第 200 回という記念すべき会に参加でき、とても光栄に思います。いのちを考え

る会は聴覚障がい者の医療を考え、医療をより身近に感じていただけるよう開催されてきました。感

謝状贈呈式の際には第 1回開催時の議事録についてのお話もあり、今までのいのちを考える会の歴史

を感じるともに、保険医協会に所属する先生方のご協力あってこその開催だということを改めて感じ

る機会となりました。

　第 200 回は「五月病に気づく」をテーマに松本先生にご講演いただきました。季節にあった内容で、

身近な生活の場面に合わせてお話いただいたこともあり、とても勉強になりました。

　きこえる人ときこえない人が共に学べるこの会が今後も末永く続いていくことを願っています。

【兵庫県手話通訳者問題研究会　医療班　　藤原萌衣】

　2025 年度西区社会保障推進協議会総会・学習会を開催

“西区の PFAS 問題　神戸市は対応を

松本勝雄氏 ( 中央 ) が解説し永遠の化学物質 PFAS について学んだ

　神戸支部も参加する西区社会保障推進協議会（西区社保協）は、６月１日に西区文化セン

ターにおいて、2025 年度総会を開催し、21 人が参加した。総会議事では 24 年度まとめと 25

年度方針を承認するとともに、柏木一英会長（協会評議員）ら役員を選出した。学習会では、

PFAS 問題を考える西区有志の会の松本勝雄氏が「西区の PFAS 問題に関する現状と今後」と

題して学習会をした。

　松本氏は PFAS とは何か、何が問題なのか、政府や地方自治体の対応などを解説。

　PFAS とは、有機フッ素化合物の総称で水や油をよくはじく、紫外線なども通さず熱にも薬

品にも強いという特性から、様々な工業製品に使用されてきた。自然環境下で分解されにく

く蓄積する、ヒトの体内からは移出しにくく、体内で肝臓から腸に排出されても他の体液と

一緒に肝臓などに戻り、肝臓から尿への排出も少なく、95％排出に 40 年かかると危険性を解

説。

　明石川流域で高濃度の PFAS 汚染が見つかり、対応を求めて市会に陳情を出すなど働きかけ

ているが、論戦を聞いていると神戸市政の公害問題に対する後退を感じる。

　産廃が汚染源と誰もが言い、産廃業者がメディアのインタビューでも排出をしているとい

うことを認め、NHK などメディアも報じているのに市は「汚染源を探したが見つからなかった」

と答弁している。

　明石市が産廃からの排出水を測定しても、神戸市は「河川ではなく水路だから」と測定せず、

明石市の測定値も無視しており、このままでは明石川の PFAS 汚染は改善しないと批判した。

（1 面からのつづき）

≪謝辞≫　　聴覚障がい者に寄り添った医療のあり方ともに考える

2025 年 5 月 22 日

「聴覚障がい者の“いのち”を考える会」共同代表　　柴田　明

　「聴覚障がい者の“いのち”を考える会」は、この 5月

22 日に第 200 回を迎えました。1987 年 11 月 5 日の第１

回から 37 年余り、兵庫県保険医協会には講師の派遣など

で会を支え続けていただきました。今、心の底から感謝

申し上げます。

　思い起こせば、会創設の推進役は、今は故人となって

しまった小松博さんでした。彼は保険医協会に勤めると

共に、兵庫県ろうあ連盟副委員長として、聴覚障がい者

の医療環境を整える役割を担っていました。医療手話を決めること、診療に手話通訳者が同伴するこ

となど、今では当たり前の前提になっていることも、この会の開催を通じて、小松さんが推進して行っ

たことでした。私たちは彼の思いの後をたどって今に至っています。

　しかし、彼の思いはもう少し先にありました。「自分の苦痛、悩み、状態について、医者に直接訴

えたい」と彼は言っておりました。これはいまだ実現していない彼の思いです。IT 機器関連が想像を

越えて発展して来ている今、小松さんならば、どのような思いを医療に広げて行ったのか。彼の後を

たどって来た私たちは、次のステップにも目を向けたいと思います。

　話が広がり過ぎましたが、保険医協会が、これまでと同じように、聴覚障がい者に寄り添った医療

のあり方を考えていただける存在であることを願います。37 年余りの感謝とこれからの希望を込め、

2団体からの感謝状に添えて、私たちからの謝辞もお贈りしたいと思います。

　最後になってしまいましたが、これまで講師として会を支えていただいた 157 名の先生方にも、同

様の謝辞をお贈りしたいと思います。皆様、本当にありがとうございました。


